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発 言 通 告 書 

【件名及び発言の要旨】 

１ 地域コミュニティーについて 

(1) 市が主体となった市民のための地域活動研修開催の必要性に

ついて 

(2) 今後も町内会・自治会への加入率が低下していった場合の対

応及び対策について 

(3) 地域コミュニティー促進に向け町内会・自治会に対して行っ

ている施策について 

(4) 消防団の活動について 

ア 消防団独自の取り組みが地域コミュニティーの発展につな

がることに対する市長の認識について 

イ 同取り組みにより消防団の存在を子どもたちに知ってもら

うことが将来の消防団入団への動機づけとなることに対する

市長の認識について 

 

２ 消防訓練における施設の有効活用について 

(1) 実際の解体工事前の建物を活用した訓練を消防局及び消防団
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で実施する必要性について 

(2) 同訓練によって消防局及び消防団の災害対応能力向上が図ら

れることに対する市長の認識について 

(3) 同訓練を町内会等の地域住民に参加して見ていただくことが

地域住民の防災力向上につながることに対する市長の認識につ

いて 

 

３ マンホールを活用した観光促進について 

(1) ルートミュージアムの中でストーリー仕立てのマンホールを

設置するなどマンホールファン等にも楽しんでもらえる仕組み

づくりについて 

(2) 特徴あるマンホールづくりが本市への来訪者増につながるこ

とに対する市長の認識について 

(3) 新たなマンホールを製造した場合にマンホールカード第二弾

を作成する考えの有無について 

(4) 横浜ＤｅＮＡベイスターズや横浜Ｆ・マリノスなど本市とつ

ながりのあるチームのシンボルデザインを使用したマンホール

というツールを使った集客について 

 

４ 新たな財源確保策について 

(1) ネーミングライツの導入について 

 

５ 西地域の活性化について 

(1) 自然豊かな西地域でのトレイルランニング等の大会開催が地

域活性化や同地域の環境のよさをアピールする機会につながる

ことについて 

(2) かながわ環境整備センター使用期間延長による坂本芦名線道

路整備計画のほかに本市に与える影響の有無について 


